
卑弥呼卑弥呼卑弥呼卑弥呼がががが魏魏魏魏にににに送送送送ったったったった「「「「神聖神聖神聖神聖なななな赤赤赤赤 丹丹丹丹」」」」はははは「「「「阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷ののののベンガラベンガラベンガラベンガラ」」」」とのとのとのとの説説説説があるがあるがあるがある
阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷ののののベンガラベンガラベンガラベンガラはははは かつてかつてかつてかつて火口湖火口湖火口湖火口湖のののの時代時代時代時代にににに形成形成形成形成されたされたされたされた大量大量大量大量にににに鉄分鉄分鉄分鉄分をををを含含含含むむむむ「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」とよばれるとよばれるとよばれるとよばれる渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱

このこのこのこのベンガラベンガラベンガラベンガラのののの郷郷郷郷 阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷にににに弥生弥生弥生弥生のののの後期後期後期後期 大量大量大量大量にににに鉄鉄鉄鉄をををを集積集積集積集積したしたしたした集落集落集落集落がががが幾幾幾幾つもつもつもつも出現出現出現出現したしたしたした
日本日本日本日本でのでのでのでの製鉄開始製鉄開始製鉄開始製鉄開始にこのにこのにこのにこの阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土がががが役割役割役割役割をををを演演演演じたのではないかじたのではないかじたのではないかじたのではないか・・・・・・・・・・・・

まだまだまだまだ そのそのそのその証拠証拠証拠証拠はないがはないがはないがはないが 日本誕生日本誕生日本誕生日本誕生ののののロマンロマンロマンロマンをををを秘秘秘秘めためためためた「「「「 鉄鉄鉄鉄のふるさとのふるさとのふるさとのふるさと 阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷 」」」」であるであるであるである

阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷ににににベンガラベンガラベンガラベンガラのののの原料原料原料原料「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」をををを訪訪訪訪ねましたねましたねましたねました阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷ににににベンガラベンガラベンガラベンガラのののの原料原料原料原料「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」をををを訪訪訪訪ねましたねましたねましたねました
またまたまたまた、、、、帰帰帰帰りにりにりにりに日本一美日本一美日本一美日本一美しいしいしいしい姿姿姿姿ダムダムダムダムまたまたまたまた、、、、帰帰帰帰りにりにりにりに日本一美日本一美日本一美日本一美しいしいしいしい姿姿姿姿ダムダムダムダム 豊後竹田豊後竹田豊後竹田豊後竹田豊後竹田豊後竹田豊後竹田豊後竹田 白水白水白水白水ダムダムダムダムへもへもへもへも白水白水白水白水ダムダムダムダムへもへもへもへも
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阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷にににに大量大量大量大量にににに埋蔵埋蔵埋蔵埋蔵されているされているされているされている渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱ベンガラベンガラベンガラベンガラ原料原料原料原料のののの「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」 これがこれがこれがこれが日本日本日本日本でのでのでのでの製鉄製鉄製鉄製鉄のののの開始開始開始開始とととと関係関係関係関係していないかしていないかしていないかしていないか・・・・・・・・・・・・・・・・

阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷にににに出現出現出現出現したしたしたした大量大量大量大量のののの鉄鉄鉄鉄をををを保有保有保有保有するするするする村村村村のののの出現出現出現出現はははは証拠証拠証拠証拠こそないがこそないがこそないがこそないが、、、、それをそれをそれをそれを示示示示すのではすのではすのではすのでは・・・・・・・・・・・・

是非是非是非是非 一度阿蘇谷一度阿蘇谷一度阿蘇谷一度阿蘇谷にににに行行行行ってってってって 「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」にににに出会出会出会出会いたいといたいといたいといたいと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

弥生時代後期 卑弥呼の時代の前夜 先進材料であった鉄器を大量に集積した

集落が山深い阿蘇谷に出現し、古墳時代が始まると忽然と消えていった。

同時期 淡路島にも大鍛冶工房集落五斗長垣内遺跡が出現し、同じように古墳

時代が始まると忽然と消えてゆく。

謎の鍛冶工房村の盛衰??   実用鉄器が広く使われ始める幕開の時代である。
日本でも小規模ながら製鉄が始まったのではないか・・・と推察する研究者もいる。

阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷にににに大量大量大量大量にににに埋蔵埋蔵埋蔵埋蔵されているされているされているされている「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」はははは鉄分鉄分鉄分鉄分をををを70%近近近近くくくく含含含含むむむむ「「「「渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱」」」」

神聖神聖神聖神聖なななな「「「「赤赤赤赤」」」」ベンガラベンガラベンガラベンガラのののの原料原料原料原料であるばかりでなくであるばかりでなくであるばかりでなくであるばかりでなく、、、、鉄鉱石鉄鉱石鉄鉱石鉄鉱石・・・・砂鉄砂鉄砂鉄砂鉄とならぶとならぶとならぶとならぶ製鉄原料製鉄原料製鉄原料製鉄原料

日本各地日本各地日本各地日本各地にこのにこのにこのにこの渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱のののの伝承伝承伝承伝承がががが残残残残るるるる。。。。

阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷にににに出現出現出現出現したしたしたした大量大量大量大量のののの鉄鉄鉄鉄をををを保有保有保有保有するするするする村村村村のののの出現出現出現出現はははは証拠証拠証拠証拠こそないがこそないがこそないがこそないが、、、、阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷でのでのでのでの

製鉄製鉄製鉄製鉄のののの可能性可能性可能性可能性をををを示示示示すのではすのではすのではすのでは・・・・・・・・・・・・

是非是非是非是非 一度阿蘇谷一度阿蘇谷一度阿蘇谷一度阿蘇谷にににに行行行行ってってってって 「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」にににに出会出会出会出会いたいといたいといたいといたいと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２０１１．１０月 愛媛大学東アジア古鉄文化センター歴史講演会「弥生時代の小さき製鉄か工具たち 阿蘇・下扇原遺

跡の出土品から」で熊本県教育委員会 宮崎敬士氏から阿蘇谷 下扇原遺跡&小野原A遺跡の発掘調査の話を聞き、
鍛冶工房を含む数多くの住居・鉄器・鉄滓が出土し、住居の床敷きやあちこちに大量にベンガラがあったと。 愛媛大

村上恭通教授の話では1000℃を越える高温で焼かれたと考えられる謎の鉄滓も出土していると。

でも 炉跡からは粒状の鉄など製鉄が行われたという証拠は何一つ見つかっていないとお聞きした。

阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷阿蘇谷にににに大量大量大量大量にににに埋埋埋埋まっていてまっていてまっていてまっていて 今今今今もももも採掘採掘採掘採掘がががが行行行行われているとわれているとわれているとわれていると聞聞聞聞くくくく渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱渇鉄鉱「「「「阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土阿蘇黄土」」」」

このこのこのこの黄土黄土黄土黄土をををを焼焼焼焼けばけばけばけば 簡単簡単簡単簡単にににに真真真真っっっっ赤赤赤赤なななな「「「「ベンガラベンガラベンガラベンガラ」」」」がががが得得得得られるといいられるといいられるといいられるといい、、、、

比較的低温度比較的低温度比較的低温度比較的低温度のののの900℃℃℃℃程度以上程度以上程度以上程度以上でででで、、、、溶溶溶溶けけけけ始始始始めめめめ、、、、凝集凝集凝集凝集がががが起起起起こるとこるとこるとこると聞聞聞聞くくくく。。。。

是非是非是非是非ともともともとも一度一度一度一度 現物現物現物現物をををを見見見見てててて 弥生弥生弥生弥生のののの鉄鉄鉄鉄にににに思思思思いをはせたいといをはせたいといをはせたいといをはせたいと・・・・・・・・・・・・・・・・・
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http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron11.pdf



2010.11.5. 和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道10Iron11.pdf よりよりよりより http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron11.pdf
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熊本 肥後阿蘇・菊池郡
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下扇原遺跡下扇原遺跡下扇原遺跡下扇原遺跡&小野原小野原小野原小野原A遺跡遺跡遺跡遺跡
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弥生後期鉄器を集積した阿蘇谷の集落遺跡



下扇原遺跡

小野原遺跡
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菊池川は、阿蘇外輪山北西部の菊池渓谷に源を発し、菊池、山鹿、玉名を通っ

て、有明海に注ぐ。

かつて、この菊池地方は奥の阿蘇と同様大きな湖の底（阿蘇谷は火口湖 菊池

は火山噴火による大きな堰止湖といわれる）にあり、水が抜けた弥生時代には

肥沃な穀倉地となり、九州の東西交通や南北交通の十字路として大いに栄え、

特に古墳時代には大和とも交流があり、数多くの古墳が築かれ、大いに繁栄した。

大陸交流を示すといわれる装飾古墳群は特に有名である。

阿蘇谷の入口で繁栄した菊池川地域から阿蘇谷に入り、豊後へ抜けました


